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令和７年白川町議会第１回定例会会議録（第４日） 

 

１．応招年月日 令和７年３月１９日（水）午後３時００分 白川町役場 議場 

２．本日の会議に付した事件 

日程第１  会議録署名者の指名 

日程第２   

議第３号  令和 7月年度白川町一般会計予算 

議第４号  令和７年度白川町国民健康保険特別会計予算 

議第５号  令和７年度白川町地域振興券交付事業特別会計予算 

議第６号  令和７年度白川町介護保険特別会計予算 

議第７号  令和７年度白川町後期高齢者医療特別会計予算 

議第８号  令和７年度白川町簡易水道事業会計予算 

日程第３   閉会中における総務常任委員会の継続調査について 

日程第４   閉会中における議会運営委員会の継続調査について 

３．出 席 議 員 １番 三戸勝徳議員、２番 杉山哉史議員、３番 伊佐治優議員、 

４番 田口守也議員、５番 佐伯好典議員、６番 梅田みつよ議員、 

７番 今井昌平議員、８番 渡邉昌俊議員、９番 藤井宏之議員 

４．欠 席 議 員 なし（全員出席） 

５．説明のために出席した者の職氏名 

町 長 佐 伯 正 貴君、   副 町 長 安 江 章君、 

教 育 長 鈴 村 雅 史君、   総務課長 藤 井 充 宏君、 

企画課長 長 尾 弘 巳君、   町民課長 長 尾 茂 気君、 

保健福祉課長 長尾ひろみ君、   農林課長 長 尾 弘 巳君、 

林政推進対策監 今 井 健 吾君、   建設環境課長 中 村 豊君、 

教育課長 大 岩 裕 樹君、   会計管理者 三ツ石克明君 

６．職務のために出席した者 

事務局長 安 江 宏 行君、   書  記 田 口 直 子君、 

書  記 今 井 美 希君 

７．会議の経過 

（議長 ９番 藤井宏之君） 

議 長 

 皆さんこんにちは。今日は令和７年白川町議会第１回定例会の最終日、第４回目を迎える

ことができました。議員各位また執行部の皆様方にご参集いただきましてありがとうござい

ました。 

今朝ほどの雪にはおそらく皆さんびっくりされたと思いますけども、中にはタイヤを交換
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されたりしておられる方もあるというふうに聞いておりますけども、まさか今朝、これだけ

雪が降るとは思いもつかなかったです。今日役場へ来てから役場の内示を見させていただき

ました。本当に役場職員の皆様方にとりましては、本当に心わくわく、心ドキドキされてい

るのではないかなというふうに思います。どうかまたこうした１つの年度替わりということ

で、新しくまた４月から変わりますので、どうかよろしくお願いしたいと思います。 

定例会に先立ちまして、あいさつとさせていただきます。ありがとうございました。 

議 長   

なお、本日の会議中、広報担当職員による写真撮影を許可しておりますので、ご承知おき

ください。 

議 長 

 ただいまの出席議員は全員であります。よって会議は成立しました。 

議 長 

 ただいまから本日の会議を開きます。 

◇日程第１ 会議録署名者の指名 

議 長 

 日程第１「会議録署名者の指名」を行います。 

議 長  

 会議録署名者は、白川町議会会議規則第１１９条の規定により、議長において、 

３番 伊佐治優議員、４番 田口守也議員を指名します。 

◇日程第２  

議第３号 令和７年度白川町一般会計予算 

議第４号 令和７度白川町国民健康保険特別会計予算 

議第５号 令和７年度白川町地域振興券交付事業特別会計予算 

議第６号 令和７年度白川町介護保険特別会計予算 

議第７号 令和７年度白川町後期高齢者医療特別会計予算 

議第８号 令和７年度白川町簡易水道事業会計予算 

議 長  

 日程第２ 議第３号「令和７年度白川町一般会計予算」、議第４号「令和７年度白川町国

民健康保険特別会計予算」、議第５号「令和７年度白川町地域振興券交付事業特別会計予算

」、議第６号「令和７年度白川町介護保険特別会計予算」、議第７号「令和７年度白川町後

期高齢者医療特別会計予算」、議第８号「令和７年度白川町簡易水道事業会計予算」、以上

６件については、去る３月１２日の本会議において、予算決算審査常任委員会にその審査を

付託しておりますので、委員会の審査結果について、委員長の報告を求めます。 

 予算決算審査常任委員会 委員長 伊佐治優委員長。 

（予算決算審査常任委員会委員長 伊佐治優委員長 登壇） 
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予算決算審査常任委員長  

  予算決算審査常任委員会に付託された、令和７年度白川町一般会計予算、令和７年度白

川町国民健康保険特別会計予算、令和７年度白川町地域振興券交付事業特別会計予算、令和

７年度白川町介護保険特別会計予算、令和７年度白川町後期高齢者医療特別会計予算、令和

７年度白川町簡易水道事業会計予算について、審査の結果を報告します。 

本委員会は、３月１３日、１４日の２日にわたり、執行部から詳細な説明を受け、活発か

つ慎重な審議を行った結果、一般会計予算及び４つの特別会計予算と簡易水道事業会計予算

については委員全員の賛成をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

令和７年度の当初予算は、一般会計８３億円、対前年比９％増、４つの特別会計と簡易水

道事業会計を合わせ、全体で１１６億５,８００万円、対前年比６.８％増となり、昨年に続

き１００億円を超える大型予算となっています。 

９月に完成予定の新庁舎と並行して、施設一体型の小中学校の建設がいよいよ始まります。 

大規模な事業が無理なく、また無駄なく進められることを願っています。さらに、地域の活

性化を目的とした様々な事業も計画されています。職員一人ひとりが、知恵と行動力を発揮

し、着実に成果を上げていくことを期待しています。 

江戸時代から伝わる地震・雷・火事・親父という言葉は、昔の人々が恐れたものを表して

います。しかし時代が変わり現在では親父の怖さは影を潜め、地震の脅威が強調されるよう

になりました。そんな中、岩手県で発生した大規模な山火事は、改めて火事の恐ろしさを思

い出させる出来事となりました。日頃からの備えが何よりも大切です。町民の安全を守るた

めに、町民の皆さんの自発的な防災活動は無論のことですが、行政側の積極的な活動と支援

がますます重要になってきます。職員それぞれが危機意識を持ち、万が一の事態に備え、準

備を進めていただくことをお願いするものです。 

新年度の事業を進めるにあたり、審議の中の意見や提案を十分に検討し、効果的かつ効率

的な予算の執行をお願いいたします。詳細については、議長に提出した報告書により、ご承

知願うとともに、以下の６点を審査意見ととして付し、審査報告とします。 

（審査意見） 

１． 南海東南海地震の発生が懸念される中、木造家屋の耐震補強は生命を守るために重要

であるが、耐震改修にかかる費用が多額となるため、実施を躊躇する家庭が多いのが現状

である。低コスト工法の検討や、森林環境譲与税を活用した補助額の嵩上げ等、様々な方

策を検討され、実施できるよう努められたい。 

２．地域振興に向けた新しい政策が予算化され、その積極的な姿勢は評価するが、実施に向

けては、今一度、事業内容を確認して実施されたい。 

３．生産量が減少している大豆栽培について、生産量向上に向けた取り組みを進めるため、

関係機関と十分な協議と調査研究を進められたい。また、米価高騰の流れを踏まえ、有効

な水田の活用を検討されたい。 
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４．茶業、林業に関する新組織である特産品振興センター、森林活用センターの取り組み

について関係組織と連携、調整を図りながら、着実に推進されたい。 

５．国の有形文化財である白川橋のライトアップ事業について、ふるさと納税の活用など

による財源確保と有効な情報発信の仕組みを検討されたい。白川町の宝物としてより多

くの人を呼び込めることを期待する。 

６．学校建設に関して、総事業費の早期把握をお願いしたい。資金計画や詳細設計を踏ま

え、地域に対して丁寧でわかりやすい説明会の開催を進めていただき、住民の理解と納

得が得られるよう努められたい。 

議 長  

 委員長に対する質疑は省略し、討論を行います。 

 まず、本案に対して反対の討論を許します。 

（「なし」の声） 

議 長  

 次に、本案に賛成の討論を許します。 

議 長  

  はい、５番 佐伯好典議員。 

（５番 佐伯好典議員 登壇） 

５ 番  

 令和７年度一般会計予算および４つの特別会計、簡易水道事業会計予算に賛成の立場で討

論をします。 

近年、日本各地で様々な災害が発生し、本町においても、防災減災対策の強化が急務とな

っています。今年度予算では、災害対策用車両の導入、消防団活動への支援など、災害発生

時の対応力向上や消防団員の確保に向けた施策が盛り込まれました。これにより、安心して

暮らせるまち作りが進められることを期待します。 

また、本町の活性化には白川茶の振興を初めとした、地域資源の活用や、地域経済の振興、

人口減に向けた生活環境の向上や移住定住の促進が欠かせません。本予算では、特産品振興

センターの設置、デジタル地域通貨「しらか」の活用、リサイクルステーションの設置や、

森林環境譲与税を活用した里山整備が進められる他、町営住宅の単身向け改修など、地域経

済の活性化と生活環境の向上や移住定住に向けた整備が図られています。これらの施策が進

むことで、持続可能な地域、そして白川町に資することを期待します。 

教育環境の整備についても、施設一体型小中学校の建設着工が予定されており、今後の子

ども達の学びの場の充実が図られます。少子化が進む中での統合については、避けられない

課題ではありますが、学校建設や統合を進めるにあたり、より一層、保護者や地域住民と十

分な協議を重ねるとともに、何よりも、子ども達にとって最善の環境を整えていただけるよ

うお願いします。 
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いよいよ新庁舎の開庁が来年１月に迫っています。スケジュールに沿った着実な建設と、

町民にとって愛される新庁舎となることを期待します。 

本予算では、様々なまちの未来を支える施策がバランスよく編成されており、持続可能な

まち作りに向けた適正な配分がなされていると評価します。 

結びとなりますが、各事業が、町民の理解と協力のもと効果的に執行されることを願い、

また、議会からの審査意見を尊重しつつ適切に進められることを求め、令和７年度一般会計

予算および４つの特別会計、簡易水道事業会計予算に賛成の討論とします。 

議 長 

 他に、賛成討論ありませんか。２番 杉山哉史君。 

(２番 杉山哉史君 登壇) 

２ 番    

 令和７年度白川町一般会計予算並びに４つの特別会計予算、簡易水道事業会計予算に賛成

の立場で討論を行います。 

令和７年度の一般会計予算は８３億円が計上されています。これは過去最大であった昨年

の７６億円を大幅に超え２年前の令和５年の６３億円余りと比較すると２０億円近く上回る

超大型予算であります。その大きな要因は現在進行中で令和７年度に完成予定の庁舎建設と、

令和７年度から着手する学校建設の２つの大型建設事業であります。この２つの事業の総額

は７０億円近くになるものと思われますが、その財源には、計画的に積み上げられた基金や

国の交付税が措置される、過疎債の特別枠等を有効に活用されており、将来の町の財政に大

きな負担となるものではなく、適切な財政計画に敬意を表するものです。 

来年１月にはいよいよ新庁舎がオープンします。新年度には執行部の機構改革も計画され

ているようであり、庁舎移転に伴いより機能性の高い事務処理体制と住民サービスの向上に

努め、町民にとって利便性が高く、親しみを持たれる庁舎となることを願っています。 

急激に進む人口減少と少子高齢化は、町行政の多くの分野に多くの課題をもたらしていま

す。そのような中、地域社会を維持し、町民の生活を守っていくために、移住定住対策や福

祉、防災減災対策、子育て支援、産業の振興等、あらゆる分野に配慮した予算編成をしてい

ただきました。特に定住支援制度の見直しによる移住者やＵターンの増加、デジタル地域通

貨「しらか」の運用開始による町内消費の喚起、特産品振興センターと森林資源活用センタ

ーの立ち上げによる農林業の活性化などには大きな期待をするものです。新たに計画された

事業や見直しをされた事業には、まだ詳細がまとまっていないものもありますが、事業実施

にあたっては、より一層創意工夫を凝らした制度設計をお願いいたします。また、予算計上

された全ての事業において、その内容や費用対効果などについて十分な検討を重ねられ、効

果的な事業の推進に当たっていただきたいと思います。 

私達町民も、様々な事業が町の支援を受けて行われていることを認識し、その支援を効果

的に活用するよう積極的に各種事業に取り組んでいかなければならないせん。町職員の皆さ
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んの一層のご活躍と、町民各位の積極的な事業参加に期待し、賛成討論といたします。 

議 長 

  討論を終わります。採決します。 

議第３号「令和７年度白川町一般会計予算」に対する委員長の報告は可決であります。本 

件を委員長の報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

 （起立多数） 

議 長 

 起立多数であります。よって、議第３号「令和７年度白川町一般会計予算」は、委員長報

告のとおり可決しました。 

議 長  

議第４号「令和７年度白川町国民健康保険特別会計予算」に対する委員長の報告は可決で

あります。本件を委員長の報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

議 長 

  起立全員であります。よって、議第４号「令和７年度白川町国民健康保険特別会計予算

」は、委員長報告のとおり可決しました。 

議 長 

 議第５号「令和７年度白川町地域振興券交付事業特別会計予算」に対する委員長の報告は

可決であります。本件を委員長の報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

議 長 

 起立全員であります。よって、議第５号「令和７年度白川町地域振興券交付事業特別会計

予算」は、委員長報告のとおり可決しました。 

議 長  

 議第６号「令和７年度白川町介護保険特別会計予算」に対する委員長の報告は可決であり

ます。本件を委員長の報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

議 長  

 起立全員であります。よって、議第６号「令和７年度白川町介護保険特別会計予算」は、

委員長報告のとおり可決しました。 

議 長   

 議第７号「令和７年度白川町後期高齢者医療特別会計予算」に対する委員長の報告は可決

であります。本件を委員長の報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

議 長 
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 起立全員であります。よって、議第７号「令和７年度白川町後期高齢者医療特別会計予算

」は、委員長報告のとおり可決しました。 

議 長   

 議第８号「令和７年度白川町簡易水道事業会計予算」に対する委員長の報告は可決であり

ます。本件を委員長の報告のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

（起立全員） 

議 長  

 起立全員であります。よって、議第８号「令和７年度白川町簡易水道事業会計予算」は、

委員長の報告のとおり可決しました。 

◇日程第３ 閉会中における総務常任委員会の継続調査について 

議 長 

 日程第３「閉会中における総務常任委員会の継続調査について」を議題とします。 

 総務常任委員長から所管事務のうち、白川町議会会議規則第７５条の規定によって、お手

元に配布しました申し出書のとおり、閉会中における継続調査の申し出があります。 

議 長  

 お諮りします。 

 委員長から申し出のとおり、閉会中における継続調査とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議 長  

 ご異議なしと認めます。 

 よって、委員長から申し出のとおり、閉会中における継続調査とすることに決しました。 

◇日程第４ 閉会中における議会運営委員会の継続調査について 

議 長 

 日程第４「閉会中における議会運営委員会の継続調査について」を議題とします。 

 議会運営委員長から所管事務のうち、白川町議会会議規則第７５条の規定によって、お手

元に配布しました申し出書のとおり、閉会中における継続調査の申し出があります。 

議 長  

 お諮りします。 

 委員長から申し出のとおり、閉会中における継続調査とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議 長  

 ご異議なしと認めます。 

 よって、委員長から申し出のとおり、閉会中における継続調査とすることに決しました。        

議 長 

 以上をもって、本定例会に付議された案件は全て議了いたしました。 
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議 長  

 お諮りします。 

 今期定例会は、本日をもって閉会したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議 長  

 ご異議なしと認めます。よって本定例会は本日をもって閉会とします。 

 ここで、町長から発言の許可を求められていますので、これを許します。町長。 

（町長 佐伯正貴君 登壇） 

町 長 

 議長からお許しをいただきましたので、第１回定例会終了にあたり、一言お礼を申し上げ

ます。 

今回提案をいたしました諸議案につきまして、全会一致でお認めいただき誠にありがとう

ございました。審査の過程で出ましたご意見を尊重し、全力を傾注して、的確効果的な進行

に努めてまいります。 

新庁舎の建設につきましては、２階の木造部分の建築が始まり、少しずつ形になってきま

した。私の町長室からも、資材をつるしたクレーンがせわしなく動くのが見えます。やがて

屋根が乗り、外壁で囲まれ、秋頃には箱がほぼ完成するかと思います。４月の下旬には、上

棟式のようなことも計画をしておりますので、その節にはまたご案内をいたします。 

先日、ニュースを見ておりましたら、島根県の太田市では、庁舎建設費用が計画より３倍

に膨れ上がり、財源確保のため職員給料を５年間カットする決断をしたとの記事がありまし

た。資材、労務費高騰の中どこも厳しい状況のようですが、庁舎建設費用においても、最終

的に変更が必要となる可能性もあり、また、学校建設費用についても、現在の計画より費用

が増えることも容易に想像ができるところであります。将来への負担に直結する大事業です

ので、慎重に、かつ迅速に対応したいと考えます。 

国に目を転じますと、新年度予算は修正を加え衆議院で可決後に参議院での予算委員会審

議中ですけれど、高額療養費の見直しに伴って再度修正をされるようです。参議院で修正案

が可決されると、再度衆議院での議決が必要となりますがこのような修正を経て予算案成立

になれば、戦後初のことだそうです。３月もわずかとなりたが、年度内成立がされるか、大

変心配をするところであります。 

さて、毎年この時期は３月の定例会終えると、新年度の準備に向かう区切りの季節です。

この３月末の退職者は、定年退職が２名、自己都合によるものが１名で、また４月から新規

採用者が４名となります。先ほどお話ありましたが本日、職員の異動内示を行いました。課

長職では６０歳を迎えた総務課長と農林課長が課長職から退くこととなりました。議会に出

席するのは今日が最後になるかと思いますが、今までの管理職としてのご労苦に対し、改め

て感謝申し上げます。ありがとうございました。また機構改革によって総務企画部門では、
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総務課、企画財政課、振興課の３課とし、保健福祉課では、地域包括支援センターを総合相

談係に、また特産品振興センターの設置など、新庁舎開庁も視野に入れながら、新しい体制

でスタートいたします。軌道に乗るまでにはご不便をおかけするかと思いますけれども、よ

ろしくご指導いただきますようお願いいたします。 

今年の冬は暖冬の長期予報に反して寒い冬になりました。今朝ほども雪が降ったようにこ

んなふうになりました。明日は春のお彼岸ですけれど、暑さ寒さも彼岸までの言葉通り、週

末には２０度を超えるような気候になるようです。寒暖差が厳しい時期ですので、体調には

ご注意いただいて、新年度に向けて、各位の一層のご活躍と変わらぬご理解ご協力をお願い

を申し上げて、今定例会閉会に当たりましてのお礼の挨拶をいたします。 

ありがとうございました。 

議 長  

 ありがとうございました。 

これをもちまして、令和７年白川町議会第１回定例会を閉会いたします。 

どうもご苦労様でした。                  （午後３時２６分 了） 
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